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テージにあわせた使いかたができる点、またいつか「卒

業する」ことが前提となっている点が明らかになった。 

以上のことからジョンソンタウンとは、この地を所有

する不動産会社と、一時的に移り住み改装を行う約 130

世帯 210 人の賃貸住民、その一部がひらく店を訪れる一

時的な観光客、といった人びとの一時的な移動によって

維持されている街だといえる。 

2．．模模倣倣的的なな DIY 

なかでも、ハウス群が入間市の相場の約 1.5~2 倍の賃

貸料で貸し出されていることに注目したい。その高額さ

にも関わらず、移り住む人びとは後を絶たない。なぜ人

びとは一時的な DIY を求めた移動を行うのだろうか。 

DIY とは Do It Yourself（自分でやってみる）のことで

ある。日本でも日曜大工と呼ばれ、週末の娯楽のひとつ

として家具の組み立てを自らやってみることが楽しまれ

てきた。例えば DIY 雑誌では、DIY とは「完成すること

だけが目的ではなく、作業している工程そのものを楽し

む」ものとされ、つくる工程を楽しむためのファッショ

ンも掲載されている¹⁾。つまり、模倣しながら自分でつ

くってみるという過程が消費対象となっているのである。 

このプロセス消費体験としての DIY は、先述した唯一

無二の自己をつくりだすのではなく、「みんなと同じわた

し」という模倣的で集合的な自己をつくりだすパフォー

マンスと重なり合う。この街の賃貸住民は、DIY を通し

て模倣的な「みんなと同じわたし」を獲得しているので

ある。 

それではなぜ、わざわざ模倣的な「自己」を求めるの

だろうか。ジョンソンタウンで行う「みんなと同じわた

し」の体験消費とはどのようなものなのだろうか。 

3．．ババララババララななラライイフフススタタイイルル 

賃貸住民に移住の理由を尋ねると、アメリカの暮らし

に憧れて、愛犬の老後生活を一緒に過ごすため、こんな

暮らしがしてみたかった、新しいことをやってみる最後

のチャンスだから、子どもを育てるコミュニティが欲し

かった、自分の店を持ちたかった、などバラバラな理由

がかえってきた。加えて、この街で開かれている店の営

業形態をみていても、先述したように営業内容がバラバ

ラで、営業時間も賃貸住民たちの都合によって変更され

やすいことがわかった。つまり、この一時的な移住では、

観光客ではなく自らにあわせた憧れの生活スタイルや生

活リズムが選択されていると考えられる。 

4.  「「わわたたしし」」リリノノベベーーシショョンン 

さらに聞き取り調査を進めると、観光地化したことに

悩みながらも住み続ける人や、移住してくる住民が変化

していることに嘆きながらも住み続ける人など、縁もゆ

かりもない一時的なこの街にこだわる賃貸住民たちの姿

がみえてきた。いつでも卒業することができるはずのこ

の街に、なぜ賃貸住民が根を張ろうとするのだろうか。 

先述したように、DIY とは自ら選択する過程が重要視

されるプロセス消費体験である。ここで重要なのは、ま

だ見ぬ新しい「自己」が選択されているではなく、これ

までの「自己」の先に、憧れのライフスタイルがつくら

れているという点である。つまりこの一時的な体験では、

これまでの「わたし」ができなかったライフスタイルを

行うために、「みんな」と同じ型のなかから自らに合うス

タイルを選択し、「わたしらしい」ライフスタイルをつく

りだすことを楽しんでいるのである。賃貸住民たちは、

いわばこれまでの「わたし」をリノベーションする観光

体験を行っているからこそ、この街に固執するのである。 

 

ⅢⅢ．．後後期期近近代代観観光光とと DIY 

このように自らの生活を、既存の型を組み合わせなが

ら DIY する一時的な移住は、「自己」が問われ続ける後期

近代に特有な観光経験であると考えられる。人びとはこ

れまでの自らの経験を相対化し、その中からいまの「わ

たし」を選び取る過程に価値を見いだす。そうして再帰

的に発見されていく、個人化された「わたしらしい」ラ

イフスタイルを楽しむのである。 

以上を踏まえ、今後はジョンソンタウンがどのような

ルートをたどってきた人がたどりついた場所なのか、こ

のような一時的で模倣的な観光経験は、後期近代を生き

るわたしたちの人生のなかでどのように価値づけられ、

通過されていくのかを明らかにしてきたい。 

 

注注 

1） 枻出版社（2012）『別冊 Lightning American D.I.Y.』

117：13 を参照。 
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ⅠⅠ.  問問題題のの所所在在 

現代を生きるわたしたちは、なぜ一時的で模倣的な「観

光」を行うのだろうか。本稿の目的は、後期近代と呼ば

れる現代社会において、わたしたちが観光に求めている

価値を考察することにある。 

後期近代論とは現代社会を、再帰性の高まりを特徴と

したモダニティの帰結やモダニティの徹底として捉えた

社会理論である。U.ベックは「個人化」という概念をもち

いて後期近代社会を論じた。そして鈴木（2015）はその

概念を整理し、これまでの標準化されたライフコースが

崩壊し個人化の進んだ社会では、人びとは個人の責任で

人生に対する選択を迫られ、自らのアイデンティティを

繰り返し設計しなおすことを強いられるようになるとい

う特徴をとりあげた。つまり、個人化が進んだ後期近代

において、わたしたちは「自己」を探し続けなければな

らなくなったのである。 

このような後期近代における観光について須藤（2012）

は、個人によるアイデンティティへの希求を、観光がま

さに満たそうとしていると述べる。また山口（2017）は、

非日常で異文化の「他者」にまなざしを向けるよりも、

観光を通していかに「自己」を再発見し、パフォーマン

スすることができるかが重要視されるようになったと述

べる。 

では人びとは観光を通してどのように「自己」を構築

しようとするのだろうか。山口は「型通り」に行われる

セルフィ―という行為に着目し、人びとは唯一無二の「自

己」ではなく「個人の水準で看取される、いわば『みんな 

 

と同じわたし』を実感するような性質の自己意識（山口, 

2017: 121）」―「集合的自己」を求めていると述べる。 

以上のことから、いささか雑駁ではあるが、後期近代

においては一時的で模倣的な観光を通して、「みんなと同

じわたし」という集合的な自己を獲得しているという仮

説をたてることができる。それでは、このような「集合

的自己」を求める観光にはどのような価値があるのだろ

うか。本稿では執筆者が 2018 年 7 月～2020 年 5 月まで

行った、ジョンソンタウンの賃貸住民への調査をてがか

りに、上記の問いに答えるための論点を提示したい。 

 

ⅡⅡ．．““Do It Yourself””のの街街、、ジジョョンンソソンンタタウウンン 

1．．一一時時的的なな移移動動にによよっっててつつくくらられれるる街街 

ジョンソンタウンとは、埼玉県入間市、西武池袋線入

間市駅から徒歩約 20 分の場所に位置する、約 60 軒のア

メリカンなハウス群が立ち並ぶ賃貸住宅地である。2003

年、かつて米軍用に建てた米軍ハウスを所有している不

動産会社がリノベーションを行った。そしてハウス内の

改装を可能としながら日本人向けに貸し出すと、DIY 好

きな人びとが移り住むようになった。移住者たちのなか

には店舗を開く人も現れ、アメリカンなハンバーガー屋

や古着屋のほかに、イギリス雑貨屋、沖縄カフェ、さら

には美容院や歯医者など様々な店が開かれはじめた。

2015年頃からマスメディアで取り上げられるようになる

と、週末には観光客も訪れ、賑わうようになっていった。 

不動産会社へ行ったインタビューの結果、DIY が可能

な賃貸住宅を一時的に貸し出すという形態は、ライフス
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だけが目的ではなく、作業している工程そのものを楽し
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し」という模倣的で集合的な自己をつくりだすパフォー
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て模倣的な「みんなと同じわたし」を獲得しているので
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に憧れて、愛犬の老後生活を一緒に過ごすため、こんな

暮らしがしてみたかった、新しいことをやってみる最後

のチャンスだから、子どもを育てるコミュニティが欲し

かった、自分の店を持ちたかった、などバラバラな理由

がかえってきた。加えて、この街で開かれている店の営

業形態をみていても、先述したように営業内容がバラバ

ラで、営業時間も賃貸住民たちの都合によって変更され

やすいことがわかった。つまり、この一時的な移住では、

観光客ではなく自らにあわせた憧れの生活スタイルや生

活リズムが選択されていると考えられる。 

4.  「「わわたたしし」」リリノノベベーーシショョンン 

さらに聞き取り調査を進めると、観光地化したことに

悩みながらも住み続ける人や、移住してくる住民が変化

していることに嘆きながらも住み続ける人など、縁もゆ

かりもない一時的なこの街にこだわる賃貸住民たちの姿

がみえてきた。いつでも卒業することができるはずのこ

の街に、なぜ賃貸住民が根を張ろうとするのだろうか。 

先述したように、DIY とは自ら選択する過程が重要視

されるプロセス消費体験である。ここで重要なのは、ま

だ見ぬ新しい「自己」が選択されているではなく、これ

までの「自己」の先に、憧れのライフスタイルがつくら

れているという点である。つまりこの一時的な体験では、

これまでの「わたし」ができなかったライフスタイルを

行うために、「みんな」と同じ型のなかから自らに合うス

タイルを選択し、「わたしらしい」ライフスタイルをつく

りだすことを楽しんでいるのである。賃貸住民たちは、

いわばこれまでの「わたし」をリノベーションする観光

体験を行っているからこそ、この街に固執するのである。 
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このように自らの生活を、既存の型を組み合わせなが

ら DIY する一時的な移住は、「自己」が問われ続ける後期

近代に特有な観光経験であると考えられる。人びとはこ

れまでの自らの経験を相対化し、その中からいまの「わ

たし」を選び取る過程に価値を見いだす。そうして再帰

的に発見されていく、個人化された「わたしらしい」ラ
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以上を踏まえ、今後はジョンソンタウンがどのような

ルートをたどってきた人がたどりついた場所なのか、こ
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2005年に本格的に始められた中国の無形文化遺産登録

では、国家級／省級／市級／県級といった階層的な認定

システムが整備され、遺産継承者のリスト化が推進され

ている。申請主体は文化の担い手ではなく、管轄する地

方行政区画の文化機関になっている。黄山市文化局の関

係者への聞き取り調査によると、「徽州祠祭」という名

称で登録された黄山市の祖先祭祀の場合、まず県レベル

の文化機関が文献資料や文化の担い手への聞き取り調査

に基づいて登録資料を作成し、専門家の意見を聴取して

市政府に推薦したという。次に、市政府の推薦により安

徽省の無形文化遺産にランク・アップされ、最終的に国

レベルの遺産リストへの記載が果たされたという。この

ように、「徽州祠祭」の登録は政府主導で実施されてお

り、文化の担い手にあたる宗族の人々が関与できる部分

は少なく、文化遺産の価値認定や保存形態について意見

を述べる余地が限られていると思われる。 

22..  観観光光資資源源化化さされれるる「「徽徽州州祠祠祭祭」」  

「徽州祠祭」の無形文化遺産登録は、黄山市の観光戦

略の転換とも密接に関係している。1990年代半ばから加

速した国内観光の成長と文化観光への社会的関心を背景

に、黄山市政府は、それまでの自然観光中心の観光推進

戦略から方向転換し、自然と徽州文化を持ち合わせた地

域として再出発した。祖先祭祀の無形文化遺産登録に対

する市政府の関心は、地域文化創出の延長線上にあると

考えられる。 

黄山市では祠堂で行われる「祠祭」のほか、宗族によ

る大規模な墓祭や族譜を宗族のメンバーに開示する「晒

譜」なども再開された。また徽州地域では日常的に行わ

れている祖先祭祀は墓祭である。だが、市政府は墓祭を

市レベルの無形文化遺産リストに載せたが、省レベルま

でランク・アップさせることはない。つまり、無形文化

遺産としての価値の高低を判断する際、地域文化として

の代表性や希少性のほか、「観光文化」としての可能性

も重要な判断基準となっている。 

33..  「「徽徽州州祠祠祭祭」」ををめめぐぐるる競競合合  

「徽州祠祭」を省レベルの無形文化遺産に推薦する際、

市が省の管轄部署に提出した申請資料では、「徽州祠祭」

が徽州地域に広範に見られる儀式と説明され、その伝承

人としていくつかの村の宗族代表者が記されている。そ

の中にはすでに世界遺産目録に記載されたXD村の胡氏a

が挙がっている。胡氏aは、自らの祖先祭祀参加経験と資

料調査に基づいて、村の祖先祭祀を再構成し観光文化と

して登場させた人物である。またTY村では、同じ省レベ

ルの「徽州祠祭」の伝承人の指定を受けた陳氏bによって、

XD村とほぼ同時期に祠祭が再開された。祭祀の段取りや

内容などにおいては、XD村のそれとほぼ同様である。し

かしながら、胡氏aによって復活されたXD村の祠祭は、

観光者や専門家から「真正性に欠ける」と批判されてい

る。一方、陳氏bはのちに国レベルの伝承人に昇格された。 

XD村は世界遺産に指定された場所で、徽州文化の代表

として認められている。祖先祭祀をめぐる胡氏aの取組は、

観光資源の創出として村や地方政府から注目されながら、

世界遺産条約と無形文化遺産制度の両方から制約を受け

ている。一方、XD村ほど文化資源を持っていないTY村

は、観光事業への参入が遅く地域観光の主要ルートから

も外れている。TY村の住民は観光開発に積極的ではなく、

長い間観光から距離を置いてきた。このような生活と観

光との距離の存在が、村の住民が種々の規制から免れ、

祭祀文化の創造活動を展開することに寄与し、結果的に

国レベルの無形文化遺産の指定に繋がったと考えられる。

TY村に見られる自律的な文化発見・創造活動は、住民主

導の地域文化観光の可能性を秘めていると思われる。 

 

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

本論文では、徽州地域の祖先祭祀を事例に、中国にお

ける無形文化遺産登録は、1990年代からの地域文化創出

の延長線上にあり、地域文化観光の推進と緊密に結び付

いていることが確認された。また、祖先祭祀の無形文化

遺産登録をめぐる徽州地域内部の競合の実態が考察され

た。無形文化遺産登録をきっかけとする住民の文化発

見・創造活動は、住民主導の地域文化観光の可能性を秘

めていると指摘される。中国の地域文化観光における無

形文化遺産のダイナミクスについて、今後さらに注目し

ていく必要がある。 

 

注注 

１）中国では、無形文化遺産を非物質文化遺産と称する。 

  

参参考考文文献献  

橋本和也（2013）「観光学の新たな展望――なぜ、いま

「観光経験」なのか」『観光学評論』1(1),19-34. 

兼重努（2017）「遺産登録をめぐるせめぎあい」飯田卓

編『文化遺産と生きる』（pp.97-129）臨川書店 

Oakes, T. (2000). China's provincial identities: reviving 

regionalism and reinventing “Chineseness”. The Journal 

of Asian Studies, 59(3), 667-692. doi:10.2307/2658947 

無無形形文文化化遺遺産産とと観観光光文文化化ののははざざまま  

――中中国国「「徽徽州州地地域域」」のの祖祖先先祭祭祀祀をを事事例例ととししてて  

  

Between Intangible Cultural Heritage and Touristic Culture: 
A Case Study of Ancestral Rituals in the "Huizhou Area", China  

  

李李  崗崗  

多多摩摩大大学学ググロローーババルルススタタデディィーーズズ学学部部  

Gang LI 
School of Global Studies, Tama University  

  

キーワード : 無形文化遺産、観光文化、徽州地域、祖先祭祀 

Keywords : Intangible cultural heritage, Touristic culture, Huizhou, Ancestor worship 

 

 

ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

2000年代に入ると、世界的な無形文化遺産登録１）のブ

ームが中国にも押し寄せ、中国政府は、無形文化遺産の

調査・指定・保護をめぐって一連の取り組みを開始した。

国主導の無形文化遺産登録の機運をきっかけに、地方政

府や地域の知識人の間で無形文化遺産が新たな文化資源

と認識され、無形文化遺産を観光振興に結びつけようと

する動きが見られるようになった。 

本論文は、中国における文化遺産と地域文化観光との

関係を整理したうえで、「徽州地域」と名のる安徽省黄

山市において漢族の伝統文化とされる祖先祭祀が「徽州

祠祭」という名称で無形文化遺産に登録されるプロセス

を明らかにし、中国における地域文化観光と無形文化遺

産登録との関係について考察する。使用するデータは、

筆者が2008年から黄山市で断続的に実施したフィールド

ワークから得られたものである。 

 

ⅡⅡ..  中中国国ににおおけけるる地地域域文文化化観観光光とと無無形形文文化化遺遺産産  

橋本（2013）は、観光から地域住民の日常生活を守る

ために、「生きる文化」とは別に、観光者の一時的な楽

しみを満たすために売買されるもの、すなわち観光文化

を創造する必要があると指摘したうえで、地域の人々が

地域資源を発見・創造し、観光資源として観光者に提供

するという「地域文化観光」を提唱している。 

だが、中国における観光推進のプロセスをみると、観

光文化と地域文化は必ずしも明確に区別できるわけでは

なく、両者の再構成が同時進行しているといえる。政府

の主導のもとで、地域の各主体が民族文化・地域文化の

差異化・ブランド化を図り、地域文化観光を推進するの

が一般的である。Oakes（2000）は、現代中国における省

レベルでの地域主義（provincial regionalism）に注目し、

省を単位とした文化やアイデンティティの存在とその重

要性を強調している。事例地所在の安徽省では1990年代

以降、王朝時代に活躍した省内出身の商人集団に注目し、

商人の持つ文化伝統を省全体の文化として利用し、省の

文化伝統をアピールする戦略を実行した。 

他方、省レベルより下位の地方行政区画や地域集団の

間で、無形文化遺産の優越性や地域アイデンティティを

めぐって、せめぎ合いが起こりうる。市・省域に跨って

居住する少数民族トン族の場合、トン族大歌という伝統

芸能の所有をめぐって、貴州省や湖南省、広西省に所属

するいくつかの市・県が競争に巻き込まれている（兼重，

2017）。無形文化遺産の登録は、地域内に存在していた

文化の価値づけ・権威の序列を一変させる可能性があり、

地域文化観光推進のきっかけともなりうる。 

 

ⅢⅢ..  祖祖先先祭祭祀祀とと黄黄山山市市のの地地域域文文化化観観光光のの推推進進  

11..  無無形形文文化化遺遺産産へへのの登登録録  

2006年に中国初の国レベルの無形文化遺産代表リスト

が公布され、その中に漢族の祖先とされる黄帝や炎帝に

対して行われる祭祀儀礼が「民俗」として登録された。

それがきっかけとなり、2006年以降の黄山市では、祖先

祭祀がいくつかの村で再開され、それを無形文化遺産に

登録する機運が高まった。 
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2005年に本格的に始められた中国の無形文化遺産登録

では、国家級／省級／市級／県級といった階層的な認定

システムが整備され、遺産継承者のリスト化が推進され

ている。申請主体は文化の担い手ではなく、管轄する地

方行政区画の文化機関になっている。黄山市文化局の関

係者への聞き取り調査によると、「徽州祠祭」という名

称で登録された黄山市の祖先祭祀の場合、まず県レベル

の文化機関が文献資料や文化の担い手への聞き取り調査

に基づいて登録資料を作成し、専門家の意見を聴取して

市政府に推薦したという。次に、市政府の推薦により安

徽省の無形文化遺産にランク・アップされ、最終的に国

レベルの遺産リストへの記載が果たされたという。この

ように、「徽州祠祭」の登録は政府主導で実施されてお

り、文化の担い手にあたる宗族の人々が関与できる部分

は少なく、文化遺産の価値認定や保存形態について意見

を述べる余地が限られていると思われる。 

22..  観観光光資資源源化化さされれるる「「徽徽州州祠祠祭祭」」  

「徽州祠祭」の無形文化遺産登録は、黄山市の観光戦

略の転換とも密接に関係している。1990年代半ばから加

速した国内観光の成長と文化観光への社会的関心を背景

に、黄山市政府は、それまでの自然観光中心の観光推進

戦略から方向転換し、自然と徽州文化を持ち合わせた地

域として再出発した。祖先祭祀の無形文化遺産登録に対

する市政府の関心は、地域文化創出の延長線上にあると

考えられる。 

黄山市では祠堂で行われる「祠祭」のほか、宗族によ

る大規模な墓祭や族譜を宗族のメンバーに開示する「晒

譜」なども再開された。また徽州地域では日常的に行わ

れている祖先祭祀は墓祭である。だが、市政府は墓祭を

市レベルの無形文化遺産リストに載せたが、省レベルま

でランク・アップさせることはない。つまり、無形文化

遺産としての価値の高低を判断する際、地域文化として

の代表性や希少性のほか、「観光文化」としての可能性

も重要な判断基準となっている。 
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市が省の管轄部署に提出した申請資料では、「徽州祠祭」

が徽州地域に広範に見られる儀式と説明され、その伝承

人としていくつかの村の宗族代表者が記されている。そ

の中にはすでに世界遺産目録に記載されたXD村の胡氏a

が挙がっている。胡氏aは、自らの祖先祭祀参加経験と資

料調査に基づいて、村の祖先祭祀を再構成し観光文化と

して登場させた人物である。またTY村では、同じ省レベ

ルの「徽州祠祭」の伝承人の指定を受けた陳氏bによって、

XD村とほぼ同時期に祠祭が再開された。祭祀の段取りや

内容などにおいては、XD村のそれとほぼ同様である。し

かしながら、胡氏aによって復活されたXD村の祠祭は、

観光者や専門家から「真正性に欠ける」と批判されてい

る。一方、陳氏bはのちに国レベルの伝承人に昇格された。 

XD村は世界遺産に指定された場所で、徽州文化の代表

として認められている。祖先祭祀をめぐる胡氏aの取組は、

観光資源の創出として村や地方政府から注目されながら、

世界遺産条約と無形文化遺産制度の両方から制約を受け

ている。一方、XD村ほど文化資源を持っていないTY村

は、観光事業への参入が遅く地域観光の主要ルートから

も外れている。TY村の住民は観光開発に積極的ではなく、

長い間観光から距離を置いてきた。このような生活と観

光との距離の存在が、村の住民が種々の規制から免れ、

祭祀文化の創造活動を展開することに寄与し、結果的に

国レベルの無形文化遺産の指定に繋がったと考えられる。

TY村に見られる自律的な文化発見・創造活動は、住民主

導の地域文化観光の可能性を秘めていると思われる。 
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いていることが確認された。また、祖先祭祀の無形文化
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見・創造活動は、住民主導の地域文化観光の可能性を秘

めていると指摘される。中国の地域文化観光における無

形文化遺産のダイナミクスについて、今後さらに注目し
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省を単位とした文化やアイデンティティの存在とその重

要性を強調している。事例地所在の安徽省では1990年代

以降、王朝時代に活躍した省内出身の商人集団に注目し、

商人の持つ文化伝統を省全体の文化として利用し、省の

文化伝統をアピールする戦略を実行した。 

他方、省レベルより下位の地方行政区画や地域集団の

間で、無形文化遺産の優越性や地域アイデンティティを

めぐって、せめぎ合いが起こりうる。市・省域に跨って

居住する少数民族トン族の場合、トン族大歌という伝統

芸能の所有をめぐって、貴州省や湖南省、広西省に所属

するいくつかの市・県が競争に巻き込まれている（兼重，

2017）。無形文化遺産の登録は、地域内に存在していた

文化の価値づけ・権威の序列を一変させる可能性があり、

地域文化観光推進のきっかけともなりうる。 

 

ⅢⅢ..  祖祖先先祭祭祀祀とと黄黄山山市市のの地地域域文文化化観観光光のの推推進進  

11..  無無形形文文化化遺遺産産へへのの登登録録  

2006年に中国初の国レベルの無形文化遺産代表リスト

が公布され、その中に漢族の祖先とされる黄帝や炎帝に

対して行われる祭祀儀礼が「民俗」として登録された。

それがきっかけとなり、2006年以降の黄山市では、祖先

祭祀がいくつかの村で再開され、それを無形文化遺産に

登録する機運が高まった。 
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Exploring the impact of the COVID 19 
pandemic on the tourism industry:
The case of the Japanese retail sector

山岸大二郎
和歌山大学観光学部観光学科（指導教員：永井隼人）

The number of international tourists visiting Japan 
has rapidly increased in the past decade. In response 
to this trend, many retail stores have put efforts into 
attracting them. However, the outbreak of the novel 
coronavirus (COVID-19) has greatly influenced the 
international tourism. For the recovery from this 
crisis, multiple stakeholders in tourism destinations 
are required to collaborate and cooperate well. 
Accommodation industry has often received 
attentions in tourism crisis literature; however, 
although they play a major role in destinations’ 
tourism development, retail stores are often not well 
investigated. This study focusses on the Japanese 
retail sector. As an ongoing study, this presentation 
explores the impact of the COVID-19 pandemic  on 
Japanese retail sector and discusses the relationships 
with other stakeholders in destinations by analysing 
the available secondary data.

道の駅を基点とした観光振興の可能性
―和歌山県岩出市「道の駅ねごろ歴史の丘」を事例に

桝竹菜々美、植田晴香、柏木美咲
和歌山大学観光学部観光学科（指導教員：永井隼人）

地域における道の駅の役割は、休憩機能・情報発信機能・
地域連携機能という 3 つの機能に加え、近年、地域活性
化や観光の基点となることが期待されている。
本発表では、和歌山県岩出市にある「道の駅ねごろ歴史
の丘」にて実施した来訪者調査及び道の駅を基点とした
スタンプラリーを用いた社会実験の結果をもとに、地域
活性化及び観光振興における道の駅の可能性について考
察する。

都市農村交流イベント運営における安心・安
全の意識向上
―地域防災活動における住民アンケート調査をもとに

藤本多敬、齊藤尚輝、神田和輝
和歌山大学観光学部観光学科（指導教員：八島雄士）

旅行者にとって安心・安全への配慮は旅行動機の重要な
要素の１つである。本報告では，UN（2004）が提言し
ている Framework for disaster risk reduction が，日本
の中山間地域に適用可能か議論することを目的とする。
実際には，中山間地域における都市農村交流イベント運
営における参加者への安心・安全の配慮に関連して，地
域住民の防災意識を向上させる取り組み，及びそれに関
連したアンケート調査の結果に着目する。

アストロツーリストのまなざしをめぐる考察
―後期近代ツーリズム論からプラネタリウムをアス
トロツーリズムに位置づける

澤田 幸輝
和歌山大学観光学部観光学科（指導教員：尾久土正己）

近年、星空観望や日食など天文現象を求めて人々が移動
する「アストロツーリズム」が、国内外で注目を集めて
いる。国外の研究において、プラネタリウムへの訪問は
アストロツーリズムの範疇ではないという定義が採用さ
れることがあるが (Weaver, 2011)、映像技術が進歩する
とともに、観光客はもはやプラネタリウムでの投影物と
野外で観望する星空の区別が出来なくなっている。換言
すれば、アストロツーリズムにおいては「コピー」が「リ
アル」を超越する「ハイパーリアル」が先行しつつある
のだ。かかる視点から本稿では、プラネタリウムの発展
系譜を「ラッシュ期」と「変革期」に分けた上で、アス
トロツーリズムにおけるプラネタリウムの位置づけを後
期近代ツーリズム論から考察する。
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学会賞　受賞作ならびに講評

著作賞
１．審査対象
著者名：小野真由美
書名：国際退職移住とロングステイツーリズム―マレーシアで暮らす日本人高齢者の民族誌
出版社名：明石書店
出版年：2019 年 7 月 25 日
２．講評
　本書は、退職した日本人高齢者のマレーシアへの移住や長期滞在を対象として、文化人類学の民族誌的手法を用い
て調査を行い、高齢者の国境を越えた日常生活の営みを明らかにしようとしている。第 1 章では、研究の視座につい
て、本書が移住研究と観光研究の双方の視点からアプローチしていること、包括的な概念としてライフスタイル移住
が鍵となっていることが、先行研究のレビューを踏まえて提示されている。第 2 章では、少子高齢化による世帯構成
の変化や老後の生活に対する不安（海外生活の方が安上がり）、さらには生きがいの創出などを背景として、日本にお
いてロングステイツーリズムが登場し、国際退職移住が商品化、市場化されて行った過程を説明している。第 3 章で
は、国際退職移住の受手側として、アジア通貨危機以降の経済復興のためにマレーシア政府が観光政策の脈絡において、
マレーシア ･ マイ ･ セカンドホーム ･ プログラム（MM2H）を導入し、積極的にマーケティングを行ってきた経緯が
紹介されている。
　本書では、マレーシアへ国際退職移住は 3 つの類型に分けられ、続く章でそれぞれ取り上げられている。ひとつ目
は日本を拠点として短期的なロングステイツーリズム（長期滞在）を繰り返す「渡り鳥」型、2 つ目は国外を生活の拠
点として年に 1-2 回日本に帰国する「定住」型、3 つ目は日本から国外に生活の拠点を移す要介護の高齢者による「ケ
ア移住」型である。第 4 章の「渡り鳥」型では、高齢者は「移住」ではなく、あくまで「長期滞在」を繰り返してい
るに過ぎないが、ロングステイを啓発し新規の渡航者を世話しているのは、旅行会社ではなく、むしろ先行してロン
グステイを実践してきた人々が運営する互助組織などである。従来の単純な「ホスト−ゲスト」の関係性ではなく、ゲ
ストが現地ホストに対して積極的に交渉し協働するなかで、ゲストがホストとなる過程が明示されている。第 5 章の

「定住」型では、クアラルンプールが取り上げられ、現地の日本人会や日本大使館に加えて、日本からの結婚移住者や
日本人事業者とも連携しながら、先行した日本人退職移住者達自身が、後から来る人々を支援し、MM2H の促進を図っ
てきたことが取り上げられている。そこで示されている「日本人コミュニティ」は、かつての「日本人街」のような
物理的に人々が集住するコミュニティでもなく、主流（ホスト）社会に対するマイノリティとしてのエスニック・ア
イデンティティの再生産の場でもなく、加えてインターネットの時代になりネットワークの範囲がクアラルンプール
のみならず、マレーシアの他地域や他の国々、日本をも含むことで、越境的なネットワーク型のコミュニティへと変
貌していると分析している。
　第 6 章で扱う「ケア移住」型は、日本人退職移住が「労働を目的としない」人の移動であり、かつ移住先での高齢
者ケアを担う「労働力を必要とする」移動であるという特徴を有することが指摘されている。現地では、メディカルツー
リズムを振興するマレーシア政府の政策と相まって、医療産業と日本人退職移住者の協働によって、日本人専用の介
護施設や日本人医師が常駐する医療施設の開設がなされてきた。「消費者」としての移動という点に加えて、医療や介
護の従事者（労働力）を必要とするケア型の特徴は際立っている。結論となる第７章では、本書は従来のトランスナ
ショナリズム論では扱われてこなかった、消費者としての国際移住の市場性を捉えたうえで、国家、国際移動の商品
化を担う産業、移動主体の相互作用により、ライフスタイルが生産 ･ 再生産されていることを明らかにしたとしている。
また、一見トランスナショナルな現象が、実は受入国による滞在者受入の選別や移住者の出身国の年金 ･ 社会保障制
度などのナショナルな側面と関わっていることなども指摘している。　
　退職移住に関する研究が進む欧米に対して、日本における研究は未だ途上にあるなかで、日本人退職移住者の現状
を明らかにした本書は貴重な研究である。観光研究という観点からはまず、観光と移住の中間領域について取り上げ
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ている点が独創性に富んでおり、高く評価できる。観光の形態が多様化する今日、観光研究は常にその定義の見直し
を迫られ、研究対象の広がりについても意識せざるを得ない。こうしたなかで、本書は観光研究に新たな視点をもた
らしている。本書は民族誌的手法を採用することによって、長期滞在、定住、ケア移住などの多様な形態での移住者
に関して詳しいインタビューを実施している。しかし、その視角は移住者「個人」のレベルにとどまらず、国際退職
移住の受入を進める政府、民間のビザ業者、移住者の互助組織などの動きも含めた多層的で包括的な分析となっている。
特に、移住者自身が運営する互助組織が、新規移住者に対するホストとしての役割をも担いながら、各レベルのステー
クホルダーと交渉し、協働し、国際退職移住の進展に寄与しているとの分析は斬新である。本書が基づく大きな理論
的枠組みはトランスナショナリズム論であるが、上述の消費者としての移住者、ナショナルな側面との関係性などの
側面に加えて、本書の中で度々語られているライフスタイル移住、マクロ構造とミクロな主体の間に介在する移住産
業などの中間構造に関する議論など、観光研究において参考となる議論も多々展開されている点も評価できる。
　本書は、観光研究における新たなチャレンジ、先駆的な試みとして評価できることから、観光学術学会の「著作賞」
に該当すると判断する。

教育啓蒙著作賞
１．審査対象
著者名：姜　聖俶（単著）　
書名：『グローバル・ツーリズム』
出版社：中央経済社
出版年月：2019 年 3 月
２．講評
　本書は、近年日本でも増加が著しい訪日外国人旅行客などの「グローバル・ツーリズム」を中心テーマに据え、そ
れに関わる諸課題について論じた著作である。「はしがき」にあるように、本書は筆者が在籍する大学における「観光
ビジネス」の講義ノートを基に執筆されたもので、「観光学を学ぶ学生だけではなく現場で観光に携わる方々により役
立つことを願う」と記されている。
　本書は全体としては３つの部に分かれており、各部に２～５章を配置し、全 10 章で構成されている。各章の表題、
並びに節立ては、報告書の末尾に目次を記すが、ここでは各章の要点について述べる。第 1 章は、グローバル・ツー
リズムについての概説ともいえる内容であり、国際化とグローバル化の違い、なぜ観光がグローバル・ツーリズムに
シフトしていったか、などが論じられている。第 2 章はツーリズムとツーリズムビジネスの構造について述べられて
おり、グランドツアーから MICE までの変遷を採り上げている。第 3 章は、ツーリズムと文化の関係について論じら
れており、韓流ポップカルチャーを事例に、ツーリズムビジネスの資源としての文化について詳説している。第 4 章は、
観光客の行動を学問的に考察するために必要な要素やアプローチを整理する内容で、観光客の行動や動機の分類や類
型化を通して論じている。第 5 章は、「旅行業」の経営形態の変化について書かれており、トーマスクックから SNS
を活用したソーシャル旅行までを採り上げ、その変化を解説している。第 6 章は、「宿泊業」の経営形態の変化につい
て書かれており、特に日本の宿泊業の特徴について歴史をたどりながら論じている。第 7 章は、「おもてなし文化」に
ついて述べられたもので、「おもてなし」に象徴される日本的サービスの特性と国際的位置づけについて論じられてい
る。第 8 章は、ツーリズムビジネスにおいて求められる人材について述べられており、特に従業員と顧客との理想的
な関係についてスカンジナビア航空や加賀屋を事例に論じている。また第 9 章では巡礼とテンプルステイについて韓
国のテンプルステイを事例に、第 10 章では IR を題材に、ツーリズムマネジメントの必要性について論じている。
　本書は、観光ビジネスの教科書的書籍としてありがちな業種を順に解説していく形式ではなく、観光ビジネスを中
心に据えながらも、随所に学問的なアプローチを活用しながら論じることに成功している。
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例えば、第 7 章の「おもてなし」に象徴される日本的サービスの理解に当たって、アメリカの文化人類学者エドワー
ド・ホールの「ハイコンテクスト文化とローコンテクスト文化」を援用し、日本的サービスをハイコンテクスト・コミュ
ニケーションに位置づけ理解していくなどの論述がなされている。しかも活用される学問的知見は社会学、人類学、マー
ケティング、民俗学と幅広く、筆者の特に詳しいと思われる韓国の事例が効果的に配置されている。例えば、第 3 章
の韓流ポップカルチャーの事例に対しては、コンテンツだけではなく韓流の文化としての広がりにも目を配りながら
論じている。またこの現象を文化消費としてだけではなく、ディアスポラ・ビジネスとして位置付ける視点も提示し
ている。
　しかしながら本書は、構成面において若干問題があると感じる。本書は大きくは３つの部に分かれているが、各々の
つながりが上手く説明されているとは言えず、第 3 部の存在がやや唐突に見える。また本書が「現場で観光に携わる方々
により役立つことを願う」のならば、本書においてカバーされている観光ビジネスが「旅行業」と「宿泊業」だけで
あるのは、いささか不足していると言えよう。
　以上のような指摘点はあるが、「グローバル・ツーリズム」というまさに今日の重要な現象をテーマにしている点に
おいて、学習者の興味に応え、学びのモチベーションを向上させていると考えられる点、観光ビジネスを中心に据え
ながらも、随所に学問的なアプローチを活用しながら論じている点、さらに広い学問的知見の援用がなされている点は、
十分に評価できるものと思わわれる。
　よって、本書は観光学術学会の 2020 年度「教育啓蒙著作賞」に該当すると考える。

教育啓蒙著作賞
１．審査対象
編者名：西川克之・岡本亮輔・奈良雅史　
書名：フィールドから読み解く観光文化学―「体験」を「研究」にする 1 6 章
出版社：：ミネルヴァ書房
出版年月：2019 年 5 月
２．講評
　本書は、 文化人類学・経営学・都市計画・社会学・文学・文化研究・宗教学など、観光研究の多様な隣接分野の研究
者 16 名が、 自身のフィールド調査の成果を、個人的なエピソードをまじえて叙述し、それぞれのアプローチで 観光文
化に迫ろうとした 入門書的な 論集である。そのため、取り上げられるテーマも、 観光と近代、観光振興と観光地経営、
観光資源の真正性、観光空間の創造とパフォーマンス、コミュニティ・ベースド・ツーリズム、農村民泊、 文化遺産、 
K POP と都市、地域開発、中国ムスリムの観光実践、チベット観光の 政治性、観光と違法ビジネス、旅行会社とリスク、 
バックパッキング、社会運動の旅、沖縄台湾間の移動と観光など、 基礎から応用まで 多岐にわたっている。
　本書の最大の魅力は、何よりも各執筆者のフィールドでの「体験」がまず語られ、その体験からどのような問題意
識が生まれ、研究に つながっていったかが叙述的に論じられている点にある。 フィールドでの驚きや戸惑い 、研究
の個人的な動機など が率直に語られており、読み物としての圧倒的なおもしろさがある。 読者として想定される学部
生は、 観光という対象には漠然とした興味があっても 、 研究を実践するための 独自の問題意識を なかなか 持てない
場合が多い ため、そうした学生にとって本書は 大きな刺激になると思われる。 研究の出発点となる 問題意識や問い
は誰かが与えてくれるものではないため、まずはフィールドに出てみて、 自分の視野をひろげるような新しい体験をし 
てみることの重要性に、 多くの読者はあらためて気づかされることになるであろう。 観光研究の概念やキーワードに
ついて 概説 したテキストはすでに数多く出版され ているが 、 「主体的な学び」 が 大学教育の大きな 課題となってい
るなかで、 いま観光学教育の現場で最も必要とされているのは 、このように学生自身の問題意識の醸成に寄与するテ
キストだと考えられる。

学会賞　受賞作ならびに講評
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　また、本書はフィールドでのエピソード を 起点 に置きながら 、 分析に際しては さまざまな研究分野の最新のキー
ワードや理論が援用され、 「『体験』を『研究』にする」ための 学問的なアプローチが丁寧に示されている。 それによっ
て、読者は執筆者のフィールド調査を追体験 しながら、具体的な事例に基づいて抽象的・専門的 な 知識を 習得して
いくことができる構造になっている。 学部生にはやや難解な部分も少なくないが、本書のなかで「観光というものの
複雑性を損なわない」（第 8 章、 178 頁）ことや、「観光現象を矮小化せず、『観光を定義することの難しさ』に真摯に
取り組んでいくこと」（第 9 章、198 頁）の必要性が指摘されているように、入門書とはいえ、観光を安易に単純化し
て理解することの危険性が回避されている点も評価できる。
　以上のように、本書は、ただ知識を与えるだけでなく、研究のプロセスの実例を示し、学生自身の探究的な学びの
導き手となり得る、今までにない画期的な観光研究のテキストといえる。
したがって、本書は、教育啓蒙著作賞に該当すると考える。
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